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2011 年 11 月末刊行予定

2011.10 TP 15,000

きょう

ハーバード大学ホートン図書館所蔵
【序文】同館館長 ホープ・マヨ博士

【釈文・解説】折井善果・白井純・豊島正之

【
内
容
見
本
】

日
本
語
・
日
本
文
学
、
宗
教
・
思
想
史
、
書
誌
学
、
文
化
史
等
々
、

様
々
な
研
究
分
野
に
進
展
を
も
た
ら
す
新
出
資
料
！

二
〇
一一
年
十
一
月
末
刊
行
予
定
！

底本は、1611年長崎刊の天下の孤本キリシタン版。
1921年以来 90 年、杳として行方の知れなかったキリシ
タン版が、いま高精細カラー版でよみがえる。
所蔵館の全面協力の下、裏打に隠された断簡も展延し、
紙背の印圧痕までも撮影し尽くした、完璧な複製。
今日のキリシタン版研究の最先端を示す詳細な解説。
釈文には、一字一字の活字が他の後期キリシタン版で使
用されているか否かを注記したほか、原本にはないキリ
シタン特有のよみ（「御掟」等）をルビに示して、読書用
本文としても読み易きを目指した。

●

●

●

●

●

よう

400年前に刊行された流転のキリシタン版
現存唯一の孤本、その全貌を初公開！

高精細カラー版で影印！

新出資
料！

ご  おきて

The first facsimile edition of the 
sole extant copy of "Fides no Quio",
or "Symbolo da Fee" (Treatise of 
Faith), commemorating the 4th 
centenary of its publication in 
Nagasaki, 1611. "Symbolo da Fee" 
is one of the publications that 
conclude the series of the Jesuit 
Mission Press in Japan between 
1590 and 1614.

現存唯一の孤本、その全貌を初公開！
400年前に刊行された流転のキリシタン版

高精細カラー版で影印！

ひですの経ひですの経
き ょ う

【本書の特長】
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ひですの経ひですの経



【影印本文見本：Ｂ５判原寸】
　　　　　　　　　　　　は、1611 年（慶長 16）に長崎で刊行されたキリシタン版である。
その内容は、ドミニコ会のスペイン人説教師ルイス・デ・グラナダ著『使徒信条入門』（1583 年）の、第一巻相当部分の
抄訳であることが、このたび初めて明らかになった。未信者や入門者にデウス（創造主）の存在を説くものである。
本書は1907 年にベルリンの古書店目録に掲載された表題紙のみが紹介されて以来 、内容不明のまま、研究者の捜索の甲
斐なく行方不明になっていたが、2009 年 7 月、米国ハーバード大学ホートン図書館においてその存在が確認された。

　
安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期

（
十
六
世
紀
末
〜
十
七
世
紀
初
）に
か
け
て
、
イ

エ
ズ
ス
会
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
西
欧
の

活
版
印
刷
術
で
印
刷
さ
れ
た
書
物
を
キ
リ

シ
タ
ン
版
と
称
す
る
。

　
ロ
ー
マ
字
本
・
国
字
本
が
あ
り
、
内
容

は
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
伝
道
の
た
め
の
書

物
を
中
心
に
、『
平
家
物
語
』『
和
漢
朗
詠

集
』な
ど
国
文
学
、『
伊
曽
保
物
語
』の
よ
う

な
翻
訳
文
学
、『
落
葉
集
』『
日
葡
辞
典
』の

よ
う
な
辞
書
類
等
、
布
教
者
・
信
者
の
教

育
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
天
正
十
八
年（
一
五
九
〇
）、
イ
エ
ズ
ス
会

宣
教
師
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ

ー
ノ
に
よ
る
印
刷
機
搬
入
に
始
ま
り
、
約

二
十
年
後
、
慶
長
十
九
年（
一
六
一
四
）の
禁

教
令
で
、
日
本
で
の
刊
行
事
業
は
終
焉
を

む
か
え
た
。
そ
の
刊
行
書
は
い
ず
れ
も
伝

存
き
わ
め
て
稀
で
、
天
下
の
孤
本
も
少
な

く
な
い
。

　『
ひ
で
す
の
経（
一
六
一
一
）』は
、
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
『
ぎ
や
ど
ぺ
か

ど
る
（
一
五
九
九
）』（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書

38
所
収
）・『
落
葉
集
（
一
五
九
八
）』（
同
叢
書
76

所
収
）
と
同
一
の
金
属
活
字
で
印
刷
さ
れ
た
、

後
期
キ
リ
シ
タ
ン
版
の
一
つ
で
あ
り
、
こ

の
た
び
所
蔵
館
の
御
快
諾
を
得
て
、
初
め

て
全
面
複
製
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

デ
ウ
ス
の
存
在
を
日
本
人
に
証
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
應
義
塾
大
学
専
任
講
師
　
折
井
善
果

四
百
年
前
の
金
属
活
字
印
刷
を
解
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
外
国
語
大
学
教
授
　
豊
島
正
之

キ
リ
シ
タ
ン
版
に
つ
い
て

　
一
九
〇
七
年
、
独
ベ
ル
リ
ン
の
古
書
店
の
目
録
に
掲
載
さ

れ
た
『
ひ
で
す
の
経
』
の
存
在
は
、
一
九
二
六
年
、
岡
本
良

知
氏
に
よ
っ
て
日
本
に
報
じ
ら
れ
た
。
そ
の
後
ラ
ウ
レ
ス
神

父
に
よ
り
、
米
シ
カ
ゴ
の
某
実
業
家
に
渡
っ
た
可
能
性
が
示

さ
れ
て
後
、
長
ら
く
そ
の
追
跡
は
途
絶
え
て
い
た
。
そ
し
て

近
年
、
豊
島
正
之
氏
に
よ
っ
て
再
開
さ
れ
て
い
た
同
書
の
追

跡
は
、
二
〇
〇
九
年
、
米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
そ
の
結
末
を

迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
キ
リ
シ
タ
ン
版
は
、
そ
の
複
雑
な
歴
史
ゆ
え
に
、
漢
籍
に

紛
れ
て
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
日
本
語
・
日
本
文

字
に
も
関
わ
ら
ず
、
活
版
印
刷
ゆ
え
に
洋
書
に
分
類
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
ま
た
稀
書
ゆ
え
に
個
人
蔵
と
な
っ
て
一
般
の

目
に
触
れ
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。
二
十
世
紀
初
頭
の

ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
流
れ
に
乗
っ
て
米
東
海
岸
に
辿
り
つ
い
た

『
ひ
で
す
の
経
』
が
こ
う
し
て
無
事
再
発
見
さ
れ
た
背
景
に

は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
同
窓
生
の
旧
所
蔵
者
ス
テ
ィ
ル
マ
ン

の
存
在
と
い
う
、
も
う
ひ
と
つ
の
ド
ラ
マ
が
あ
る
。

　
序
章
に
「
目
に
遮
る
物
を
以
て
肉
眼
に
か
か
り
給
わ
ぬ
デ

ウ
ス
と
其
御
善
徳
を
見
知
り
奉
る
べ
し
」
と
聖
書
の
一
句
を

掲
げ
る
同
書
は
、
自
然
界
の
秩
序
と
美
の
観
察
か
ら
、
超
自

然
な
る
万
物
の
創
造
者
デ
ウ
ス
の
存
在
を
、
当
時
の
ス
コ
ラ

学
の
概
念
さ
え
用
い
て
日
本
人
に
証
明
し
よ
う
と
試
み
る
。

ザ
ビ
エ
ル
以
来
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
日
本
語
研
究
、
徹
底
的
な

論
理
と
雄
弁
術
を
駆
使
し
た
デ
ウ
ス
の
存
在
証
明
が
、
徳
川

封
建
思
想
勃
興
期
の
日
本
の
知
識
人
に
与
え
た
動
揺
の
程
を

暗
示
す
る
内
容
で
あ
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
古
く
か
ら
存
在
す
る
こ
と
の
多
い
キ
リ
シ

タ
ン
版
が
、
ア
メ
リ
カ
に
存
在
す
る
例
は
極
め
て
少
な
い
。

『
ひ
で
す
の
経
』
が
東
西
異
文
化
交
流
の
懸
け
橋
と
し
て
、

ま
た
新
た
に
日
米
交
流
の
懸
け
橋
と
し
て
担
う
役
割
に
、
一

冊
の
本
の
重
み
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　
キ
リ
シ
タ
ン
も
の
と
言
え
ば
、
先
ず
は
天
草
版
イ
ソ
ポ
物

語
の
よ
う
な
口
語
体
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
口
語
体
本
に
は

芥
川
「
奉
教
人
の
死
」
の
よ
う
な
オ
マ
ー
ジ
ュ
ま
で
生
む
イ

ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、
学
的
興
味
も
、
専
ら
こ
う
し
た
口
語
版

本
か
或
い
は
せ
い
ぜ
い
ロ
ー
マ
字
版
本
が
対
象
で
、
漢
字
仮

名
交
じ
り
「
国
字
本
」
版
本
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
も
の
と
は
い

え
所
詮
は
国
字
本
、
さ
し
た
る
関
心
を
呼
ば
ず
、
論
文
も
数

え
る
程
で
あ
っ
た
。

　
状
況
が
一
転
し
た
の
は
印
刷
史
の
観
点
が
導
入
さ
れ
た
十

年
程
前
か
ら
で
、
日
本
古
活
字
版
の
祖
を
、
版
式
か
ら
（
通
説

の
朝
鮮
活
字
版
で
は
な
く
）
キ
リ
シ
タ
ン
版
に
辿
る
説
は
、
も

は
や
事
新
し
く
説
く
ま
で
も
な
く
、
初
期
キ
リ
シ
タ
ン
版
の

漢
字
活
字
が
本
邦
製
作
で
は
な
く
、
天
正
遣
欧
少
年
使
節
が

滞
在
中
に
発
注
し
て
持
ち
帰
っ
た
西
欧
製
金
属
活
字
で
あ
る

事
も
判
明
し
て
い
る
。

　
後
期
キ
リ
シ
タ
ン
版
の
白
眉
『
ぎ
や
ど
ぺ
か
ど
る
』（
一
五

九
九
）
に
比
し
て
、
そ
の
後
十
年
余
を
経
て
成
っ
た
本
書
『
ひ

で
す
の
経
』
は
、
払
底
し
た
金
属
活
字
を
木
活
字
で
補
い
、

漢
字
を
変
体
仮
名
と
誤
認
、
用
字
法
は
一
貫
せ
ず
、
他
キ
リ

シ
タ
ン
版
に
は
絶
無
の
抄
物
書
ま
で
も
併
せ
用
い
る
等
、
言

語
・
組
版
規
範
が
随
所
で
破
綻
し
て
い
る
。『
ぎ
や
ど
ぺ
か
ど

る
』
に
は
見
え
な
い
こ
の
破
綻
は
、
却
っ
て
そ
の
背
後
の
追

求
し
た
規
範
の
存
在
と
印
刷
技
法
と
を
鮮
明
に
照
ら
し
出

す
。
本
書
裏
表
紙
芯
に
反
故
と
し
て
隠
さ
れ
た
本
書
の
断
簡

は
、
本
書
の
改
版
過
程
を
示
唆
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
版
制
作
の

現
場
を
眼
前
に
描
き
出
す
、
希
有
の
資
料
で
あ
る
。

　
時
あ
た
か
も
本
書
開
板
（
一
六
一
一
）
の
四
百
年
紀
に
当
た

り
、
キ
リ
シ
タ
ン
版
の
言
語
規
範
・
印
刷
技
法
解
明
へ
の
絶

好
の
資
料
が
、
所
蔵
館
の
御
理
解
の
下
、
精
細
な
画
像
に
よ

り
再
び
世
に
頒
か
れ
る
事
に
、
感
謝
し
た
い
。 

一
四
四

ひ
で
す
の
経

　六
十
五
ウ

【釈文に付した活字種別の符号】
○＝『ひですの経』のみに見える文字
●＝『ひですの経』と『太平記抜書』のみに見える文字
△＝『ひですの経』のみに見える活字 ( 文字自体は他のキリシタン版にもあり )
▲＝『ひですの経』と『太平記抜書』のみに見える活字
▽＝『ひですの経』と『太平記抜書』のみに見える文字で、且つ『ひですの経』にしかない活字

【釈文見本】

ひですの経
き ょ うき ょ う
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